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Abstract

The nominotypical subspecies of Hestina assimilis (Insecta; Lepidptera; Nymphalidae),  a invasive alien species was 

confirmed from several places of Mie Prefecture, central Japan.  This report considered the route of invasion of this 

species into Mie Prefecture.

Key words: invasive alien species, biodiversity, Nymphalidae, distribution expansion

アカボシゴマダラ Hestina assimilis （Linnaeus, 1758）

は，タテハチョウ科 Nymphalidaeコムラサキ亜科

Apaturinaeの一種で，エノキ Celtis sinensis Pers. var. 

japonica （Planch.） Nakai f. rotundata （Nakai） Nakaiなど

のニレ科植物 Ulmaceaeを寄主植物とする（白水， 2006）．

本種は，中国南部をタイプ産地とし，名義タイプ亜種

ssp. assimilis （Linnaeus, 1758）が中国，朝鮮半島，ベト

ナムに，ssp. formosana （Moore, 1895）が台湾に，ssp. 

shirakii Shirôzu, 1955が国内の鹿児島県奄美大島および

その周辺の島嶼に分布するが（日本昆虫目録編集委員

会， 2013），1995年に埼玉県で本種が確認されたことを

皮切りに，1998年には神奈川県，その後関東地方全域

拡大し，山梨県や静岡県でも確認され，徐々に分布を

拡大している．関東地方から分布を拡大している個体

群は，名義タイプ亜種個体の人為的移入と考えられて

おり（白水， 2006），国内に従来から分布している亜種

ssp. shirakii Shirôzu, 1955以外の亜種は，現在，環境省

によって特定外来生物に指定されている（https://www.

env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html， 2025年 8月 31

日最終確認）．本種は，国内において年間数回発生する

ことが知られており（白水， 2006），名義タイプ亜種は，

春に出現する個体において，後翅後縁に並ぶ赤い斑紋

が消失するという特徴があって，奄美大島およびその

周辺の島嶼に分布している亜種 ssp. shirakii と区別でき

る．

三重県周辺地域における本亜種の記録で最も多いの

は愛知県で， 2010年 8月に愛知県名古屋市で成虫が撮

影されたのち，同年 12月に同地で越冬幼虫が確認され

ている（間野・岩本， 2011; 中橋， 2011）．2020年あた

りから，設楽町（間野・近藤， 2020），豊田市（大隈， 
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2022），西尾市（大鐘，2022; 久松ら，2023），小牧市

（伊藤，2023），岡崎市（久松ら，2023），東海市（吉鶴，

2024）と分布が拡大している．2024年には岐阜県各務

原市で （宮野，2024），2025年には，滋賀県長浜市から

も確認されている（中川，2025）．

三重県における本亜種の記録は，2024年に三重郡川

越町亀崎新田で採集された例が最初の記録で（中西， 

2024），その後いなべ市鞍掛峠で目撃，撮影されている

（秋元， 2025）．三重県内における既存記録は，この 2

例が知られているのみである（図 1）．

2025年になって，三重県総合博物館（以下「当館」

と言う。）に本亜種と思われる個体の確認情報が複数寄

せられた．これらの情報は，今まで未確認とされてい

る市町の情報がほとんどであり，これらの情報をまと

めて報告する．

図 1．三重県内の特定外来種アカボシゴマダラの記録．
●  これまでの採集または目撃された地点，★  本報で新たに採集または目撃された地点．
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記録

＜いなべ市＞

1♂．2025年 5月 23日．いなべ市藤原町坂本， 鈴木

健真 採集・保管（図 2）

屋根のない学校敷地内で採集された．本種特有の後

翅の赤い模様は発達していないが，奄美地方に生息す

る亜種 ssp. shirakii Shirôzu, 1955ではないことがわかる．

1ex．2025年 9月 27日．いなべ市大安町大井田，矢﨑

充彦 目撃・撮影（図 3）

1♀．2025年 9月 29日．いなべ市大安町大井田，矢

﨑充彦 採集・藤原岳自然科学館保管（図 4）

2025年 9月 27日に宇賀川弁天橋付近にて，地面に

とまった個体を撮影し，同年月 29日に採集された．同

一個体かどうか不明ではあるが，エノキの低木に産卵

する様子が観察されており，今後定着する可能性が極

めて高い．

＜川越町＞

1ex．2025年 9年 27日，三重郡川越町亀崎新田，中西

元男 目撃・撮影（図 5）

エノキの葉上において幼虫が目撃，撮影された．本

地点は，昨年成虫が記録されている地点であり（中西， 

2024），三重県に本亜種が定着したことが示唆される．

＜桑名市＞

1♀．2025年 9月 11日．桑名市志知，橋爪美恵子 目

撃・撮影（図 6）

午後 1時半ごろ，平群沢ため池公園内にて，池畔の

エノキの葉の周辺を飛翔している個体を発見し，撮影

された．また，別日に別個体と思われる翅の破損した

図 2． 2025年 5月 23日にいなべ市藤原町坂本で採集された
アカボシゴマダラ名義タイプ亜種（鈴木健真 撮影）．

図 4． 2025年 9月 29日にいなべ市大安町大井田で採集され
たアカボシゴマダラ名義タイプ亜種（矢崎充彦 撮影・
藤原岳自然科学館保管）．

図 3． 2025年 9月 27日にいなべ市大安町大井田で撮影された
アカボシゴマダラ名義タイプ亜種（矢崎充彦 撮影，ト
リミングあり）．

図 5． 2025年 9月 30日．三重郡川越町亀崎新
田で撮影されたアカボシゴマダラ名義タイ
プ亜種の幼虫（中西元男 撮影）．
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個体が目撃されていることから，複数個体が存在して

いると考えられ，すでに発生を繰り返しているとも推

定できる．撮影された個体は産卵中のメスであるため，

以後当地に定着する可能性は極めて高い．

＜菰野町＞

1♂．2025年 9月 14日．三重郡菰野町杉谷洗谷，加

藤雄一郎 目撃・撮影（図 7）

午前 8時半過ぎ，尾高キンダーハイム敷地内で，施

設の管理作業中に建物の軒先で休憩していたところ，

本個体が飛翔してきて足にとまったところをアカボシ

ゴマダラであることを確認し，撮影された．

1ex．2025年 9月 24日．三重郡菰野町千草，矢田栄史 

目撃・撮影（図 8）

正午過ぎに三重県民の森敷地内で，数メートルの樹

木の葉上に静止と飛翔を繰り返す個体を発見し，双眼

鏡でアカボシゴマダラ確認し，撮影された．先述の同

町杉谷洗谷は比較的近い距離にあるため，この地域一

帯で生息している可能性が考えられる．

＜四日市市＞

1♂．2025年 8月 26日．四日市市日永東，西山 博 目

撃・撮影（図 9）

四日市市中央緑地において，樹木に飛来している個

体が撮影された．確認できたのはこの 1個体のみであ

るが，今後確認される可能性は高く，状況の確認につ

いて西山広華氏によって継続調査を実施している．

図 8． 2025年 9月 24日に三重郡菰野町千草で撮影されたアカ
ボシゴマダラ名義タイプ亜種（矢田栄史 撮影，トリミ
ングあり）．

図 6． 2025年 9月 11日．桑名市志知で撮影されたアカボシゴ
マダラ名義タイプ亜種（橋爪美恵子 撮影）．

図 9． 四日市市日永東で撮影されたアカボシゴマ
ダラ名義タイプ亜種（西山 博 撮影）．

図 7． 2025年 9月 14日に三重郡菰野町杉谷洗谷で撮影された
アカボシゴマダラ名義タイプ亜種（加藤雄一郎 撮影，ト
リミングあり）．
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＜津市＞

1♂．津市久居小野辺町， 2025年 7月 10日， 齋田裕音 

採集・三重県総合博物館収蔵（図 10）

1♀．久居小野辺町　2025年 7月 11日，齋田裕音 採

集・三重県総合博物館 収蔵

1♂ 1♀．久居小野辺町　2025年 7月 20日，齋田裕

音 採集・保管

7月 10日午後 5時頃，やや日陰にある樹高 6m程の

エノキに隣接したカキノキの樹上で，縄張り行動をし

ていた個体が採集された．目撃した時に翅の赤斑が見

えたためすぐに本種だと分かったという．7月 11日，著

者が現地を訪れたところ，樹高 15mほどのエノキなど

の樹冠部（図 11）を，同属のゴマダラチョウ H. persimilis 

（Westwood, [1850]）に混ざりながら，素早く飛翔して

いる個体を少なくとも 2個体確認した．

なお，同じく津市内の当館敷地内の屋外展示ミュー

ジアムフィールドでは，複数のエノキが生育し，約 10

年前からゴマダラチョウの生息は確認され続けている

（大島・森田， 2022）．当地では，チョウのモニタリン

グ調査を定期的に行っており， 2025年にもゴマダラ

チョウは複数個体，複数日にわたって採集し確認でき

ているものの，アカボシゴマダラについては確認でき

ていない．

考察

今回報告した成虫の記録が，夏から秋の季節にかけ

て集中することは，特定外来生物とされる亜種の特徴

的な後翅の赤い斑紋が春季には出現しないため，本亜

種と認識できなかったことも考えられる．すでに今年

の春の時点で，北勢地域ほぼ全域に広がっていた可能

性は否定できない．特に北勢地域では，いなべ市や川

越町では昨年から引き続いて目撃または採集されてお

り，菰野町，桑名市や津市では，複数の個体が確認さ

れている．このことは，三重県北勢地域および津市の

一部地域において，本亜種が急速に定着したか，また

は定着している可能性が極めて高いと考えられる．

本亜種の分布拡大が，愛知県側から三重県に侵入し

てきたと想定すると，すでに木曽岬町，朝日町や東員

町だけでなく，現在記録がない愛知県の三重県境に近
図 10． 2025年 7月 10日に津市久居小野辺町で採集された

アカボシゴマダラ名義タイプ亜種（三重県総合博物
館 蔵）．

図 11． アカボシゴマダラ名義タイプ亜種が目撃された津市内の環境．
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い弥富市や蟹江市においても発見されていても不思議

ではない． 河合・大島（2024）は，桑名郡木曽岬町の

チョウ類の目録をまとめているが，この時点で本亜種

についてはまだ確認されていない．愛知県の記録を整

理すると，関東地方から分布を拡大した本亜種が，静

岡県側からの侵入したのではなく，名古屋市内で突如

確認されたのちに，分布を拡大したとも想定できる．本

亜種の飛翔能力は検証しておらず，また記録のある地

域間の調査が十分であるとは言えないが，侵入した本

亜種がどのような経緯で分布を拡大しているのか，間

野・岩本（2011）が述べているように，人為的要因も

含め判断することが必要であると考える． 

また今後の課題として，在来種でありかつ寄主植物

がアカボシゴマダラと同じであるゴマダラチョウとの

競合も危惧される．以後の記録についても留意するこ

とと，外来生物に関する注意喚起など対策が必要であ

ると考える．
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